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〈特集〉議会報告会を開催しました〈特集〉議会報告会を開催しました（18ページから掲載）（18ページから掲載）
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子どもの医療費助成制度とは？

　子どもの医療費を、県と市が助成する制度で

す。県は３歳まで及び多子世帯の就学前までを

対象にしています。そのため、４歳からの医療

費助成は市が独自で行います。水俣市内の医療

機関で受診した場合は窓口での医療費の支払い

はありません。

　ただし、次の場合は窓口で支払った後、領収

書により払い戻しの手続きが必要となります。

①入院または市外の医療機関で受診した場合

②学校の管理化で負傷した場合（日本スポーツ

振興センターの「災害共済給付制度」を優先

して適用します。）

※医療費とは、社会保険各法による療養に要し

た費用で、保険の対象となった費用です。

問　子ども医療費助成を中学生まで広げ
ると対象人数は何人増えるのか

問　助成拡大により、予算はいくら増え
るのか

答　対象となる人数は７３５名増えま
す。

答　補正予算で提案している半年分
４７３万円が増額分です。

新たに７３５名が無料に！！

平成26年10月１日から子どもの医療費
助成が中学生まで助成対象となります

これまでの助成対象

満１２歳

平成26年10月１日から助成対象

満１５歳

子どもの医療費助成対象年齢拡大子どもの医療費助成対象年齢拡大
水俣市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正水俣市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正
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【平成25年度　会計別補正予算】
（千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

＜一般会計＞＊専決処分 △48,179 15,894,881

【平成26年度　会計別補正予算】
（千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

＜一般会計＞ 1,762,321 14,190,092

＜特別会計＞ 143,560 9,646,246

国民健康保険事業 △ 1,937 4,536,654

後期高齢者医療 △ 4,775 389,126

介護保険 3,176 3,282,767

公共下水道事業 147,096 1,437,699

＜企業会計＞ － －

水道事業（収益的収入） 26,760 591,346

病院事業（資本的収入） 110,000 563,037

●水俣市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償条例の一部を改正

水俣病資料館における語り部講話事業の充実
を図ります

●水俣市一般職の職員の給与に関する条
例の一部を改正

非常勤職員の勤務条件を改善します

●水俣市湯の鶴温泉保健センターの設置

等に関する条例の一部を改正

湯の鶴温泉保健センターを改装します

●環境大学院拠点整備 ３，７５１万円

（みなまた環境まちづくり推進事業）

　現在水俣で教育活動を行っている大学等の活動

を支援するための拠点整備をします。

（注：新たに大学ができる訳ではありません。）

●プレミアム商品券発行事業

１億１，３８３万円

　水俣市民の消費需要の拡大を図り、市内商店の

活性化、振興を図ります。

※議会において、平成26年度水俣市一般会計補正予算（第１号）のうち、みなまた環境まちづく
り推進事業及びプレミアム商品券発行事業について、慎重かつ真摯に対応するよう市長に決議
書（注）を提出しました。 （注）決議書については７ページに掲載してます。

６月定例会の報告６月定例会の報告
平成26年度平成26年度
一般会計補正予算を修正可決一般会計補正予算を修正可決
　　　　　条例の改正を可決　　　　　条例の改正を可決

　平成26年第２回６月定例市議会が６月２日（月）
から６月25日（水）までの24日間で開かれました。
　市長から条例改正や平成26年度補正予算などの議
案が提出され、議案の審議や市政に対する一般質問
等を行いました。
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●地場企業・新産業雇用創出促進補助金他
６，１１２万円

　地場企業の「企業力」を高めるための支援
を行い、事業拡大や新事業展開、水俣の特性
を活かした新産業創出と雇用の創出を図りま
す。

●産業振興戦略策定事業 １，１２２万円

　水俣の地域特性等を踏まえながら、重点支
援の対象・分野、施策相互の関連性、「人」に
焦点をあてた産業政策、社会的存在価値のあ
る産業づくり、関係機関との連携・つながり、
長期的視点に立った産業施策を前提に将来の
地域産業のあるべき将来像を描き、具体的な
施策や取り組みを検討していきます。

●水産振興対策事業 ２５０万円

　県産ブランドとして熊本県が推薦するクマ
モト・オイスターの産地化を目指し養殖技術
を確立するとともに、第５次水俣・芦北地域
振興計画に基づき、「クマモト・オイスター」
の復活を図り、漁業所得の工場及び水俣芦北
地域の水産業の振興を図ります。

●青年就農給付金 ３００万円

　45歳以下の新規就農者に対し、経営が軌道
に乗るまでの期間（最長５年）給付金を給付
し、新規就農者の確保を図ります。

●水俣病資料館整備事業
１億１８９万円

　水俣病公式確認60年を迎えるに当たり、新
語り部室増築工事、常設展示改修工事など、
水俣病資料館の施設構成、展示内容の見直し
を行います。

●太陽エネルギー利用システム導入補助
事業 １，４３９万円

　地球温暖化防止に向けた温室効果ガス削減
のため、太陽光発電及び太陽熱利用システム
を市内の住宅に設置する際に、設置費用の一
部を補助し、導入促進を図るもので、経済振
興の面から、市内事業者優遇のため補助金の
上乗せを行います。

●エコ住宅建築促進総合支援補助金
１，９５０万円

　水俣市の伝統的構法による環境配慮型住宅
を推進するため、市産木材の需要拡大及び伝
統建築技術の継承地域経済の活性化の３つを
目的として市民が地元の資源を活用し環境配
慮型の住宅を建築又は購入する場合、費用の
一部を補助します。

●みなまた環境絵本大賞出版費
４９４万円

　「絵本」と「環境」を組
み合わせて、“みなまた”
が想い考え、行動し、本当
に伝えていきたい「環境」
を広く、分かりやすい形で
発信するため、「環境絵本」
をつくり出版します。そ
して、この「環境絵本」が
100年先、1000年先へと多
様な生態系を紡いでいくた
めのひとつの源流になるこ
とを目指します。

主な事業主な事業

クマモト・オイスター

水俣病資料館

市立図書館
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●久木野小学校外壁改修及び塗装工事
２，８３４万円

　学校施設の構造体の耐震化については終了
しましたが、天井材や照明器具、校舎の内外
壁等の非構造部材については、耐震対策が遅
れているため、必要性・緊急性を考慮し早期
に改修及び塗装工事を行っていきます。

●昭和・白浜町線歩道（第二小学校周辺）
整備事業 ２，５１２万円

　歩道を整備することで、小中学生の通学時
の安全を確保するとともに、一般の歩行者の
安全で快適な通行空間を確保します。

●袋インター関連道路改良事業
２，２２０万円

　南九州西回り自動車道袋インターチェンジ
の建設に伴い、国道３号線とインターチェン
ジを結ぶ袋インター線の新設と、小田代農免
農道終点とインターチェンジを結ぶ野川・袋
線の道路改良を計画します。

●道路ストック総点検事業
４，７２１万円

　市道の長寿命化に向けた取り組みとして、
市道の現状を調査し、維持管理計画を策定す
ることで、安全で快適な交通環境を確保しま
す。

●久木野地区防火水槽設置工事、消火栓
工事負担金他 １，３５３万円

　既存の防火水槽の修
繕、消防水利の少ない
地域への防火水槽の新
設、消火栓の整備、ま
た、老朽化した消防団
格納庫の修繕費などの
補助を実施することで、
地域防災力の充実・強
化します。

●介護予防地域づくり事業
１億３，８５９万円

　平成26年度中に整備予定の小規模特別養護
老人ホームに係る補助事業で、市内３小規模
多機能型居宅介護事業所のうちスプリンク
ラー設備のない事業所の整備を支援します。

●社会参加促進事業 ３２３万円

　認知症で介護保険等の支援につながってい
ない方や、地域になじめてないなどの引きこ
もりがちな方への社会参加の第一歩としての
居場所作りと併せて、水俣モデルの「認知症
カフェ」事業実施のために、試験事業を立ち
上げます。

●法人立保育所運営費 １，８６３万円

　保育士の人材確保を図ることによって、保
育が必要な児童の受け入れ態勢を整え、待機
児童の発生を防ぐとともに、現在勤務してい
る保育士の現場離れを防ぐことを目的として
います。

今年度の今年度の

昭和・白浜町線

久木野小学校 防火水槽
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 意見書  ２件を可決

●水俣病被害者にかかわる医療給付費の国民健康保険負担分について自治体に負担が生じ

ないよう財政措置を求める意見書について

　　水俣病関係の医療費に関する国県の財政措置は80％にとどまっているため、水俣市の保険財政

の負担になっている。環境省・厚生労働省は、水俣病は第三者行為と認めているので、国と県に

おいて十分な財政措置が取られることを求めるもの。

●協同労働の協同組合法（仮称）の速やかな制定を求める意見書について

　　働くことをめぐる環境が大きく変化する中、ＮＰＯやボランティア団体などの一つである協同

労働の協同組合は注目を集めているが、現在、法的根拠がないため、入札や契約社会保障の面で

問題があるので関係法律の制定を求めるもの。
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平成26年度一般会計補正予算（第１号）に対する決議平成26年度一般会計補正予算（第１号）に対する決議平成26年度一般会計補正予算（第１号）に対する決議
　平成26年度水俣市一般会計補正予算（第１号）のうち、下記の事項について、慎重かつ真摯に対応する
ことを強く求める。

記

１１　　みなまた環境まちづくり推進事業についてみなまた環境まちづくり推進事業について

　みなまた環境まちづくり推進事業は、高等教育・研究機関の設置及び誘致に関し、拠点施設を整備する
にあたり、施設整備に係る設計を行うと同時に整備後の事業展開、産官学連携等に係る調査検討を行うも
のであり、市民の関心も極めて高い事業である。
　ただ、本市の厳しい財政状況の中、施設の建設費や維持管理費など多大な予算を支出する当該事業拠点
整備の候補地選定については、市民の理解と協力が不可欠である。
　よって、かかる状況に鑑み、高等教育・研究拠点施設概要パンフレット印刷事業及び高等教育・研究拠
点施設設計委託料事業の執行にあたっては、以下の事項を付するものとする。
（１）多くの市民に関心を持ってもらえる高等教育機関となることを目指し、パンフレットの印刷に入る
前に、水俣連携環境大学院構想を水俣連携環境産業大学院構想など、自然科学分野も想起できるような
ネーミングを検討すること。
（２）旧第三中学校跡地が第一候補との考えを改め、再度、旧水俣高校商業棟跡地、市の遊休施設である
水天荘跡地、深川小学校跡地の利用を比較検討すること。
（３）水俣市の他の施設との位置関係や将来のまちのあり方をあらゆる角度から検討し、しっかりとした
グランドデザインを描いたうえで、候補地を選定すること。
（４）設計や設計のためのボーリングなどの調査を行う前に、議会に報告し、広く市民に情報を公開し市
民の理解を得ること。
（５）高等教育機関の整備により、研究の成果が地域の産業と経済の活性化に寄与し、高等教育機関の施
設が多くの市民に愛される施設となるよう努力すること。
２２　　プレミアム商品券発行事業についてプレミアム商品券発行事業について

　プレミアム商品券発行事業は、消費税増税に係る経済対策であり、市内の消費の喚起により地域経済活
性化に寄与するものとして市長が選挙公約で掲げた政策を具体化する事業である。
　ただ、本市の厳しい財政状況の中、事業に係る付加価値分（プレミアム）10,000千円及び事業に係る人件
費、印刷費などの経費3,829千円の支出を伴う事業であるだけに、前回実施時の反省点も踏まえ、商店街と
大型店との利用格差を是正するための仕組み、多くの世帯に行き渡らなかった不公平感を是正する仕組み、
その効果を最大限にするための実施時期など慎重に検討する必要がある。
　よって、かかる状況に鑑み、プレミアム商品券発行事業の執行にあたっては、以下の事項を付するもの
とする。
（１）商店街を初めプレミアム商品券取扱店には、プレミアム商品券利用期間中に、消費者を呼び込む営
業努力を促すなど官民連携の事業となるよう市が積極的に働きかけること。
（２）多くの世帯に行き渡る仕組みを講じること。
（３）実施時期は、さまざまな検討を行い最も適切な時期に行うこと。
（４）過去２回の事業効果の確認は十分とは言えず、今回の事業実施後、速やかに商店街各店を初め参加
各店の売り上げ向上にどの程度貢献したか及び事業実施の効果の確認ができるデータを明示すること。
以上、決議する。
　　　平成26年６月25日

水　俣　市　議　会
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会派・議員名

件名

創水会 無限21 新政同友
クラブ

水俣
クラブ

日　本
共産党

公
明
党 結　

果
大
川　

末
長

髙
岡　

利
治

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

渕
上　

道
昭

真
野　

頼
隆

谷
口　

眞
次

藤
本　

壽
子

緒
方　

誠
也

塩
﨑　

信
介

福
田　
　

斉

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

野
中　

重
男

川
上
紗
智
子

牧
下　

恭
之

●九州電力原子力発電所
１・２号機の再稼働に反
対する決議を求めた陳情
について

議 

長 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 反

不　
　

採　
　

択

～討論～
賛成（６）
現在、30㎞圏内の住民の避難計画は策定半ばであり、施設の準備、バスの確保、スクリー
ニングの場所等多くの課題が未定である。
また、水俣市自身も避難しなければならない地域との指摘もあり、そのような中での再
稼働には賛成できない。
陳情者の思いは子どもや孫の命を守りたい、故郷を失いたくないという思いからだと思
う。
水俣病の教訓の一つは人格権を軽視したことであり、この生存の権利を守るためにも、
この陳情書については賛成
反対（９）
経済産業省資源エネルギー庁は原発が稼働しないことで電力を占める化石燃料の依存度
は88％となり、1973年の第１次オイルショック時の80％より高い水準となっていると指摘
している。化石燃料を多く使うことで、温室効果ガスが増えることはもとより、電気料
金についても、家庭向けで平均２割、工業産業向けで平均３割の値上げとなっている。
回復しつつある景気への影響も考えられ、また、自然エネルギーが普及しつつはあるが、
自然エネルギーの普及は家庭への負担が増える仕組みになっている。
現状ではただちに原子力発電を廃止できるような環境は整っていないため、この陳情に
ついては反対。

●「年金2.5％削減法」を廃
止する意見書提出に関す
る請願について

議 
長 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 反

不　

採　

択

～討論～
賛成（５）
国会はほとんど審議することなく、この法案を可決削減理由とし、当時の政府が高齢者の生
活と経済への悪影響を避けるため、年金を引き下げないで据え置いたということですが、い
まの高齢者の暮らしが当時と比べて良くなっているとは思えない。
また、すでに２％が削減されており、高齢者の多い水俣市は削減中止を求める声を上げてい
くことは当然である。
反対（10）
確かに厚生年金の平均受給月額は年々下がっており、国民の生活を圧迫していると思うが、
一方で高齢化社会の拡大により、年金財政は逼迫している状況である。
将来の現役世代の高負担に繋がらないよう、元の水準に戻し、年金対策については消費税に
よる何らかの措置で対応すべき。

●特定秘密保護法撤廃の意
見書提出を求める陳情に
ついて及び特定秘密保護
法の撤廃を求める意見書
採択の陳情について

議 

長 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 反

不　

採　

択

～討論～
賛成（６）
この法案の一番の問題は十分な審議をしないまま数の力で押し切った成立過程に問題がある。
また、特定秘密の定義が曖昧で、秘密の範囲が際限なく拡大する危険性が高く、処罰範囲が
歯止めなく広がる恐れがあることや、秘密指定は何度でも延長可能で、永続的に情報開示を
拒むことが出来るなど懸念される点が多いことである。
国民の知る権利、報道の自由を守る必要があることから、今一度、世論の意見に耳を傾け、
もっと議論を深めるべきと考える。
反対（９）
日本を取り巻く環境は厳しさを増している。
そのような中、基本的に立場を同じにする欧米や東南アジア諸国と信頼関係を築き、隣国の
脅威に協力して備える必要があることから、関係各国で情報を共有する必要がある。
今回の法律は、防衛、外交、スパイ活動、テロ活動等など一定期間秘密にしておくべき内容
について、それを取り扱う立場にある国家公務員や政治家を対象としたものであり、一般国
民を対象にしたものではない。
陳情内容を確認したところ、誤解に基づくと考えられる記述があることから、陳情に対して
は反対。

▼賛否の分かれた議案▼▼賛否の分かれた議案▼

【 賛：賛成　反 ：反対】○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果
会派・議員名

件名

創水会 無限21 新政同友
クラブ

水俣
クラブ

日　本
共産党

公
明
党 結　

果
大
川　

末
長

髙
岡　

利
治

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

渕
上　

道
昭

真
野　

頼
隆

谷
口　

眞
次

藤
本　

壽
子

緒
方　

誠
也

塩
﨑　

信
介

福
田　
　

斉

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

野
中　

重
男

川
上
紗
智
子

牧
下　

恭
之

●脱原発を目指す首長会議
負担金の削除について

議 

長 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 賛 賛 反 賛 反 反 賛

修　
　

正　
　

可　
　

決

～討論～
賛成（９）
「脱原発を目指す首長会議」は組織率が低い現状で何を持って全国自治体を対象とした
首長会議と言えるのか、水俣市が参加することで何を発信し、何を得ようとしているの
か見えない。
水俣市は公害を経験した街であるがゆえに、真に水俣の自主性を発信できるような事業
への参加をお願いしたいため修正案に賛成。
反対（６）
この会議の目的は①新しい原発は作らない、②できるだけ早期に原発をゼロにするとい
う方向性を持ち、多方面に働きかけるとなっている。
脱原発を市長選挙の公約に掲げた西田市長は、脱原発という多数の民意に沿って、市長
が会議に参加するのは当然のことであるため修正案に反対。

●誘致企業立地促進補助金
の削除について

議 

長 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 賛 反 反 賛 反 反 賛

～討論～
賛成（８）
何の進展もないまま、今回提案されたことに疑問を感じる。
西田市長は提案理由を「対外的な評価と信用を得るべき水俣市が、要綱の交付要件に合
致している案件に対して、いまだ補助金を交付していない事実を重く受け止め判断し
た。」と述べているが、問題は公平、公正であるべき行政が１社への利益誘導、あるいは
利益加担であり、厳にあってはならない。
出発点が間違っているのであり、随意契約の覚書を破棄し、市長が謝罪してすむ問題で
はないため修正案に賛成。
反対（７）
今回で６回目の提案であるが、その間、入札事業者への説明会、意見交換会、随意契約
を競争入札に戻し、地元企業への補助金制度の構築、覚書の破棄などを行っている。市
は要綱にのっとり補助金を支払う立場にある。今後の企業誘致活動、地元企業の事業拡
大、企業支援等全般を左右する案件であることから、修正案に反対。

●副市長の選任について
　（本山　祐二　氏）

議 

長 反 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

同　
　

意

～討論～
賛成（10）
反対（５）
副市長選任については３月議会で提案されるべき案件ではなかったか。また、行政機能
の能力アップという面から考えれば、経済界からの登用等も考えられたのではないか。

●教育委員会委員の任命に
ついて（吉本　哲裕　氏）

議 

長 反 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

同　
　

意

～討論～
賛成（10）
反対（５）
前任者は４年の任期で数々の実績を挙げ、教育関係者の間でも評価が高かった。
本来再任できる人材が居たにもかかわらず、３ヶ月の空白期間を作ったことに市長とし
ての責任を問われる問題だと思う。
また、人事案件は市長の専権事項であるが、水俣市政の安定と改革を望み前任者の継続
を提案してきたが、今回の提案は我々の考えに一切妥協を認めない姿勢を示している。
市長は自らの発言に責任を持ち、早急に議会との関係を修復されたい。

●教育委員会委員の任命につ
いて（河田　奈保子　氏）

議 

長 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

同　
　

意

～討論～
賛成（９）
反対（６）
人事案件は市長の専権事項であるが、今回の提案は我々の考えに一切妥協を認めない姿
勢を示しているため、同意できない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【 賛：賛成　反 ：反対】○ ○
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　６月定例会では、６人の議員が一般質問を行いま

した。

　水俣市は１人70分以内で、１テーマにつき３回

まで質問できます。議会だよりでは、スペースの

都合上、質問と答弁の一部を掲載しています。

●真野　頼隆（11ページ）
　○　施政方針について
 ○　みなまた環境まちづくり推進事業に
ついて

　○　ローズマラソン大会について
　○　くまもと県南フードバレー構想につ
いて

●谷口　眞次（12ページ）
　○　脱原発を目指す首長会議について
　○　産業振興について
　○　観光振興について
　○　プレミアム商品券について
　○　小中学校における自転車事故につい
て

●野中　重男（13ページ）
　○　水俣病について
　○　原発事故時の避難計画について
　○　川内原発再稼働の動きについて
　○　水俣城の発掘状況と今後について
●藤本　壽子（14ページ）
　○　川内原子力発電所再稼働時における
避難計画について

　○　学校現場における諸問題について

　○　農林水産業の振興と働く場の確保に
ついて

●谷口　明弘（15ページ）
　○　平成26年度一般会計補正予算につ

いて
　　① みなまた環境まちづくり推進事業
（環境大学院拠点整備）について

　　② プレミアム商品券発行事業について
　○　第５次水俣市総合計画第２期基本計
画について

　　①　定住化の促進について
　　②　企業誘致による産業振興について
　○　市民の声から
　　①　花火大会について
　　②　日本一長い運動場について
●川上紗智子（16ページ）
　○　市長の政治姿勢について
　○　新幹線鉄道の騒音・振動問題につい

て
　○　フリーゲージトレイン走行試験計画
について

　○　就学援助について
　○　給食費無償化について
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限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効

果
的
な
事
業
執
行
に
努
め

る
と
と
も
に
、
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

に
よ
る
財
源
捻
出
や
、
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
ほ
か
財
団
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
補
助
金
を
活
用
し

て
い
く
。

問　

大
学
・
大
学
院
の
活

動
拠
点
を
ど
こ
に
建
設
す

る
つ
も
り
か

答　

旧
水
俣
第
三
中
学
校
、

水
俣
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
旧
水
俣
高
校
商
業
科

棟
の
三
つ
の
中
か
ら
、
旧

水
俣
第
三
中
学
校
舎
跡
地

を
第
一
候
補
地
と
考
え
て

い
る
。

問　

市
長
は
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
を
ど
う
予
算
に
反
映

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

答　

実
現
可
能
な
も
の
か

ら
担
当
職
員
と
と
も
に
検

討
し
、
水
俣
市
総
合
計
画

に
反
映
し
て
い
く
。

問　

今
回
の
肉
付
け
予
算

で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

施
策
は
何
か

答　

「
大
学
・
大
学
院
の

活
動
拠
点
施
設
の
整
備
」

「
子
ど
も
医
療
費
の
中
学

生
ま
で
の
無
料
化
」「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
」
の
三
つ
で
あ
る
。

問　

財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
財
源
確
保
を
ど
う
す

る
の
か

答　

行
財
政
改
革
を
進
め
、

問　

建
設
に
あ
た
っ
て
も

全
額
補
助
が
受
け
ら
れ
る

の
か

答　

建
設
の
経
費
は
、
全

額
が
補
助
の
対
象
と
な
る
見

込
み
で
、
負
担
割
合
に
つ
い

て
設
計
と
同
様
に
国
が
８
割
、

県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
１
割
と

な
る
よ
う
国
や
県
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

真野　頼隆  議員

市長マニフェスト
要チェック！！

大
学
・
大
学
院
の
拠
点
施
設
を

ど
こ
に
置
く
の
か 問　

水
俣
市
陸
上
競
技
協

会
主
催
の
第
１
回
、
第
２

回
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か

答　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
等

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

り
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
市
民
の
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
貢
献
し
て
い
る

た
め
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。
ま
た
、
観
光
振
興

の
観
点
か
ら
も
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
、
参
加
者
に
加
え
応
援

の
方
々
も
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
に
多
く
来
場
さ
れ
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
は

県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
進
捗
は

問　

現
在
の
推
進
状
況
は

答　

人
吉
・
球
磨
地
域
で

は
、
球
磨
焼
酎
の
ブ
ラ
ン

ド
確
立
の
た
め
の
事
業
他
、

新
規
薬
草
の
試
験
栽
培
、

八
代
地
域
で
は
、
ト
マ
ト

を
活
用
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー

開
発
や
晩
白
柚
を
活
用
し

た
商
品
開
発
、
水
俣
で
は
、

ク
マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー

の
試
験
養
殖
の
他
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
機
能
性
検
証
及

び
成
分
分
析
評
価
を
行
っ

て
い
る
。

第２回みなまたローズマラソン
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問　

田
中
商
店
へ
の
誘
致

企
業
立
地
補
助
金
が
今
回

ま
た
計
上
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か

答　

田
中
商
店
で
は
、

９
、２
７
７
万
円
の
投
資

と
5
人
の
新
規
雇
用
を
さ

れ
、
23
年
9
月
に
立
地
協

定
も
締
結
し
、
要
件
を
満

た
し
て
い
る
。
議
会
で
は

他
業
者
へ
の
説
明
や
情
報

提
供
、
参
入
の
機
会
が
与

え
ら
れ
な
い
ま
ま
1
社
と

覚
書
を
結
ん
だ
こ
と
に
対

問　

目
的
と
こ
れ
ま
で
の

活
動
は

答　

で
き
る
だ
け
早
期
に

原
発
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い

う
方
向
性
を
持
っ
た
自
治

体
の
長
（
元
職
を
含
む
）

で
組
織
す
る
会
で
現
在
全

国
で
98
名
。
原
発
の
実
態

把
握
や
原
発
ゼ
ロ
ま
で
の

行
程
の
明
確
化
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
具

体
化
、
福
島
の
支
援
、
意

見
交
換
や
勉
強
会
な
ど
を

行
い
定
期
的
に
政
府
な
ど

に
働
き
か
け
て
き
た
。

問　

川
内
原
発
再
稼
働
の

動
き
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
、
ま
た
現
状
の
避
難

計
画
で
水
俣
へ
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
思
う
か

谷口　眞次  議員

バ
ラ
園
・
桜
ま
つ
り

の
集
客
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
改
善
を

田
中
商
店
へ
の
補
助
金
が
再
度

計
上
さ
れ
た
理
由
は

脱原発を目指す首長会議
の目的と活動は

答　

再
稼
働
に
つ
い
て
は

慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
対

応
し
て
頂
き
た
い
。

現
状
の
避
難
計
画
に
お
い

て
は
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
の
要
支
援
者
の
把
握
や

交
通
渋
滞
、
ト
イ
レ
、
駐

車
場
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
り
出
水
市
と
協
議
す
る
。

し
て
、
公
平
性
を
失
す
る

危
険
性
が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
り
、
宮
本
前
市
長
は
、

市
の
非
を
認
め
謝
罪
と
と

も
に
、
随
意
契
約
の
覚
書

を
解
除
し
、
そ
の
後
企
業

誘
致
補
助
金
と
同
等
の
条

件
で
補
助
を
行
う
、
地
場

企
業
向
け
補
助
金
も
創
設

さ
れ
た
。
市
内
の
競
争
を

歪
め
る
と
思
わ
れ
た
要
因

は
全
て
払
拭
さ
れ
、
妨
げ

る
も
の
が
な
く
な
っ
た
、

市
議
会
の
皆
様
に
は
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問　

バ
ラ
園
の
駐
車
場
の

増
設
は
出
来
な
い
か
、
桜

ま
つ
り
の
開
催
日
の
変
更

は
出
来
な
い
の
か
、
ま
た

旧
水
天
荘
の
利
活
用
は

答　

バ
ラ
園
前
の
駐
車
場

改
修
と
増
設
を
県
と
検
討

中
。
桜
ま
つ
り
は
観
光
物

産
協
会
と
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を

し
た
い
。
水
天
山
公
園
と

旧
水
天
荘
に
つ
い
て
は
、

現
地
を
調
査
し
、
地
元
住

民
や
関
係
機
関
と
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
や
商
店
街
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
の
か
、
今

回
の
商
品
券
の
内
容
は

答　

商
店
会
連
合
会
や
商

工
会
議
所
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
。
前
回
は
大
型
店

に
集
中
し
た
り
、
多
く
の

世
帯
に
行
き
渡
ら
な
か
っ

た
事
も
あ
り
、
不
公
平
感

を
是
正
す
る
よ
う
努
め
た

い
。

水俣産業団地入口
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問　

過
酷
事
故
の
場
合
、

水
俣
は
出
水
か
ら
避
難
者

を
受
け
入
れ
る
が
人
数
、

避
難
個
所
、
場
所
は
ど
こ

か
。
移
動
は
ど
う
す
る
の

か答　

６
，
６
４
５
人
で
市

体
育
館
１
，
０
０
０
人
を

筆
頭
に
28
ヶ
所
で
受
け
入

れ
る
。
ま
た
お
世
話
や
費

用
は
出
水
市
が
負
担
す
る
。

移
動
は
自
家
用
車
と
バ
ス

と
聞
い
て
い
る
。

問　

原
発
の
30
キ
ロ
圏
内

に
は
１
４
，
０
０
０
人
の

入
院
入
所
者
が
お
ら
れ
る

が
避
難
計
画
は
で
き
て
い

る
の
か
。
ま
た
避
難
者
や

車
両
な
ど
の
放
射
能
汚
染

検
査
や
放
射
能
を
取
り
除

く
除
染
は
ど
う
す
る
の
か

答　

５
キ
ロ
圏
内
は
作
ら

れ
た
が
そ
れ
以
外
は
未
作

成
と
聞
く
。
放
射
能
検
査

な
ど
は
国
な
ど
か
ら
対
策

の
指
針
は
示
さ
れ
て
い
な

川内原発は再稼働すべきで
はないと考えるが…

野中　重男  議員

い
。

問　

原
発
が
止
ま
り
火
力

発
電
所
の
稼
働
が
高
ま
り
、

石
炭
な
ど
の
輸
入
が
増
え

て
電
力
会
社
の
経
営
が
悪

化
し
、
景
気
も
悪
く
な
る

と
い
う
話
が
あ
る
が
そ
れ

は
違
う
。

　

こ
の
３
年
間
化
石
燃
料

の
輸
入
は
増
え
て
い
な
い

し
景
気
も
悪
く
な
っ
て
い

な
い
。
燃
料
費
の
高
騰
は

円
安
が
原
因
で
あ
る
。
ま

た
原
子
力
規
制
委
員
会
委

員
長
は
「
我
々
の
審
査
で

絶
対
安
全
と
は
言
っ
て
い

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

川
内
原
発
は
１
６
０
キ
ロ

以
内
に
活
動
性
が
高
い
と

気
象
庁
が
言
う
活
火
山
が

あ
り
、
噴
火
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
と
東
大

噴
火
予
知
研
究
セ
ン
タ
ー

は
言
っ
て
い
る
。

　

避
難
計
画
も
で
き
て
い

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
原

発
の
再
稼
働
は
あ
り
え
な

い
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う

に
思
う
か

答　

水
俣
は
水
俣
病
の
被

害
を
受
け
た
。
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
点
か
ら
し

て
心
配
し
て
い
る
。
慎
重

に
も
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
避
難
計
画
も
で

き
て
い
な
い
段
階
で
再
稼

働
と
い
う
の
は
あ
り
え
な

い
と
考
え
る
。

　

こ
の
他
に
チ
ッ
ソ
の
消

滅
に
繋
が
る
会
社
法
の
修

正
案
と
水
俣
病
の
こ
と
、

水
俣
城
の
発
掘
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

 九州電力川内原子力発電所からの距離

原
発
事
故
時
の

避
難
計
画
は

避難計画もできていない現
段階で再稼働はありえない。

（市長の答弁より）
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問　

出
水
市
と
の
避
難
計

画
の
進
歩
状
況
は

答　

出
水
市
と
協
議
中
で

あ
り
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
実
施
場
所
、
要
援
護
者

の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て

は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

避
難
計
画
が
不
備
な

中
、
ま
た
、
原
子
力
委
員

会
が
策
定
し
た
新
基
準
に

は
、
構
成
上
不
備
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
火
山
の
噴
火
、
地
震
、

更
に
川
内
原
発
が
稼
働
す

れ
ば
、
年
間
50
ト
ン
の
核

の
ゴ
ミ
が
出
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
の
再
稼
働
を

ど
う
思
う
か

答　

６
月
４
日
、
東
京
で

全
国
市
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、

６
つ
の
事
項
を
決
議
し
た
。

そ
の
上
で
本
市
に
お
い
て
も
、

決
議
を
尊
重
し
、
再
稼
働
に

つ
い
て
は
慎
重
に
、
慎
重
を

重
ね
て
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

水
俣
の
学
校
図
書
司

書
は
、
２
つ
の
学
校
し
か

お
ら
ず
、
そ
の
費
用
の
半

分
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
負
担
し

て
い
る
。
他
市
と
比
べ
て

も
少
な
い
の
で
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が

答　

残
り
の
小
学
校
５
校

中
学
校
４
校
に
は
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
配
置
を

計
画
。
充
分
で
な
い
状
況

で
あ
る
。

問　

教
職
員
の
勤
務
時
間

は
長
く
、
土
・
日
も
ク
ラ

ブ
指
導
、
資
料
、
書
類
作

り
で
生
徒
と
向
き
あ
う
時

間
が
な
い
と
い
う
現
状
を

聞
く
。
教
職
員
の
心
と
体

の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
、

生
徒
に
良
い
教
育
が
出
来

る
と
思
う
が

答　

勤
務
時
間
記
録
報
告

子
ど
も
と
向
き
あ
う
た
め
、
教

職
員
の
待
遇
改
善
を

農
林
水
産
業
で
の
働
く
場
の
確
保
は

藤本　壽子  議員

避難計画が不備な状態での川内
原発再稼働は認められるのか

書
に
よ
り
、
そ
れ
を
元
に

先
生
方
の
健
康
状
態
の
把

握
を
し
て
い
る
。
学
校
は
、

生
徒
指
導
、
保
護
者
対
応
、

部
活
動
な
ど
仕
事
内
容
の

多
く
を
区
切
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
い
う
特
殊
性
が

あ
る
。

問　

地
球
温
暖
化
防
止
、

水
源
の
涵
養
な
ど
に
加
え

近
年
の
間
伐
材
を
利
用
し

た
事
業
の
た
め
に
も
間
伐

を
す
る
働
き
手
が
必
要
と

思
う
が
、
現
状
は

答　

毎
年
２
０
０
ha
を
水

俣
芦
北
森
林
組
合
で
行
っ

て
い
る
が
、
働
き
手
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

問　

休
耕
田
の
活
用
事
業

農
産
品
で
の
新
し
い
展
開

は
あ
る
の
か

答　

抑
制
か
ぼ
ち
ゃ
、
太

秋
柿
、
水
産
業
で
は
、
し

ら
す
な
ど
が
観
光
団
体
と

連
携
を
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン

ド
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

休
耕
田
活
用
事
業
と
し
て

は
、「
寄
ろ
会
み
な
ま
た
」

の
菜
の
花
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
水
俣
特

産
焼
酎
づ
く
り
実
行
委
員

会
で
は
、
芋
焼
酎
「
水
俣

あ
か
り
」
の
原
材
料
と
な

る
か
ら
い
も
栽
培
な
ど
市

民
協
働
で
の
取
り
組
み
が

あ
る
。

「水俣あかり」原材料（芋）の収穫
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問　

施
設
整
備
の
候
補
地

と
し
て
旧
水
俣
第
三
中
学

校
跡
地
を
第
一
候
補
と
し

て
い
る
が
、
建
設
コ
ス
ト

が
旧
三
中
の
場
合
、
３
億

〜
３
億
５
千
万
プ
ラ
ス
、

解
体
費
用
４
千
万
。
他
の

旧
水
俣
高
校
商
業
棟
の
場

合
３
千
万
〜
８
千
万
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
場
合

５
千
万
〜
１
億
と
一
番
コ

ス
ト
が
高
い
。
旧
三
中
跡

の
利
用
価
値
は
他
に
も
考

え
ら
れ
、
市
全
体
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

他
の
遊
休
資
産
で
あ
る
旧

深
川
小
学
校
跡
地
や
水
天

荘
跡
地
も
含
め
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
な
に
よ

り
、
な
ぜ
、
議
会
に
対
し

て
そ
の
よ
う
な
重
要
な
事

項
の
決
定
を
事
前
に
報
告

が
な
い
の
か
。
ま
た
「
環

境
大
学
院
構
想
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
「
環
境
産

業
大
学
院
構
想
」
な
ど
に

変
更
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
寄
与
す
る
大
学

の
誘
致
を
想
起
す
る
よ
う

な
名
前
に
変
更
し
て
は
ど

う
か

答　

旧
第
三
中
学
校
跡
地

を
第
一
候
補
地
と
考
え
て

い
る
が
、
決
定
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
旧
水
俣
高
校

跡
地
な
ど
も
県
の
教
育
委

員
会
と
の
用
地
交
渉
な
ど

を
進
め
、
慎
重
に
決
定
す

る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
み
る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

が
一
部
の
市
民
に
し
か
購

入
で
き
な
い
不
公
平
性
の

是
正
と
、
大
型
店
舗
と
中

小
小
売
店
間
の
使
用
割
合

の
不
公
平
感
の
是
正
を
ど

の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
。

販
売
実
施
期
間
を
10
月
〜

12
月
と
し
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
、
消
費
税
増
税
後

谷口　明弘  議員

環境大学院の施設候補地は
見直すべき

の
消
費
の
落
ち
込
み
の
テ

コ
入
れ
と
い
う
趣
旨
を
あ

げ
て
い
た
の
な
ら
、
来
年

の
10
％
増
税
時
が
最
適
で

は
な
い
か

答　

不
公
平
感
の
是
正
に

は
、
個
人
で
購
入
出
来
る

金
額
の
上
限
の
引
き
下
げ

や
、
商
品
券
を
中
小
の
事

業
者
で
し
か
使
え
な
い
専

効
果
的
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に

定
住
化
の
促
進
・
企
業
誘
致
を

積
極
的
に

用
券
と
ど
こ
で
も
使
え
る

共
通
券
の
セ
ッ
ト
販
売
す

る
こ
と
で
是
正
出
来
る
と

考
え
る
。
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
出
来
る
だ
け
早
く

す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

10
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

問　

全
国
的
に
自
治
体
間

で
企
業
誘
致
の
補
助
金
な

ど
獲
得
競
争
が
激
し
さ
を

増
す
中
、
工
場
な
ど
の
大

量
雇
用
の
企
業
を
招
致
す

る
の
は
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
関

連
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
事
業
を
展
開
す
る
若
手

企
業
家
を
本
市
に
呼
び
込

む
た
め
に
高
速
Ｉ
Ｔ
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か

答　

今
後
、
そ
の
よ
う
な

方
向
も
検
討
し
た
い
。

　

他
に
も
花
火
大
会
が
中

止
に
な
っ
た
理
由
や
日
本

一
長
い
運
動
場
の
除
草
作

業
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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問　

政
府
の
憲
法
解
釈
変

更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
容
認
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
は

答　

憲
法
と
自
衛
権
を

め
ぐ
る
政
府
の
見
解
は
、

様
々
な
変
遷
を
経
て
、
現

在
で
は
、
自
国
が
攻
撃
さ

れ
た
場
合
に
限
っ
て
、
個

別
的
自
衛
権
が
例
外
的
に

認
め
ら
れ
る
と
し
て
運
用

さ
れ
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と

い
う
よ
う
な
重
要
な
問
題

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
幅

広
い
国
民
的
な
議
論
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
慎
重
に

対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

立
憲
主
義
に
つ
い
て

の
市
長
の
認
識
は

答　

立
憲
主
義
と
は
、
憲

法
に
よ
っ
て
国
家
権
力
を

制
限
し
、
個
人
の
権
利
・

自
由
を
保
護
し
よ
う
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の

変
遷
か
ら
生
ま
れ
た
考
え

方
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

川上紗智子  議員

集団的自衛権行使については
幅広い国民的な議論踏まえ、慎重に対応すべき

（市長の答弁より）

給
食
費
の
無
償
化
の
検
討
を

問　

市
と
し
て
今
年
度
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

答　

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州

や
鉄
道
運
輸
機
構
に
対
し

て
当
時
の
宮
本
市
長
が
直

接
申
し
入
れ
を
し
て
い
る

の
で
、
西
田
市
長
か
ら
も

申
し
入
れ
な
ど
出
来
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
、
騒
音
振
動
測

定
は
実
施
す
る
の
か

答　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

本
年
度
も
、
環
境
省
が
定

め
る
新
幹
線
鉄
道
騒
音
測

定
・
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

に
準
じ
て
、
昨
年
実
施
し

た
同
一
地
点
に
於
い
て
、

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

学
校
給
食
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　

本
市
で
は
、
小
学
校

１
食
２
２
５
円
、
中
学
校

１
食
２
６
５
円
と
、
県
下

で
も
安
価
な
給
食
費
で
運

営
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
年
度
は
、
消
費
税
増
税

後
も
給
食
費
は
値
上
げ
せ

ず
、
地
元
産
の
野
菜
や
安

い
食
材
を
使
用
す
る
な
ど
、

安
く
て
お
い
し
い
給
食
を

提
供
す
る
こ
と
に
努
力
し

て
い
る
。
現
時
点
で
の
給

食
費
の
無
償
化
は
考
え
て

い
な
い
。

問　

熊
本
県
内
に
お
け
る

自
治
体
に
よ
る
給
食
費
へ

の
補
助
の
状
況
は

答　

完
全
無
償
化
し
て
い

る
自
治
体
は
な
い
。
山
江

村
、
相
良
村
、
南
関
町
な

ど
14
町
村
が
一
部
補
助
。

内
容
と
し
て
は
、
月
額
80

円
か
ら
２
０
０
０
円
ま
で

の
定
額
補
助
、
２
町
村
で

は
、
米
代
の
全
額
補
助
や
、

地
元
食
材
に
年
間
40
万
円

補
助
し
て
い
る
。

新
幹
線
鉄
道
の
騒
音
・
振
動
問
題

へ
の
対
応
は

新水俣駅
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厚生文教委員会厚生文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
◎塩﨑信介　〇田口憲雄　緒方誠也　川上紗智子
　髙岡利治　藤本壽子　牧下恭之　真野頼隆

●平成26年度水俣市一般会計補正予算中付託分

質疑 ─ 生ごみ処理機キエーロの普及活動計画は

答弁 ─ 現在モニター調査を実施しており、夏以降
に協力者に対し、キエーロを使用している
時の臭いや状況について、アンケート調査
や座談会を実施し、そこで出た意見を参考
にして、生ごみ収集している地域と収集し
ていない地域のバランスを考えながら、普
及を進めていく。

質疑 ─ 市内各小中学校に設置される電子黒板の活
用方法と先進地からのデメリット情報はな
いか。

答弁 ─ 各小中学校に１台ずつ設置し、授業で使用
しながら今後の活用について検証していく。
デメリット情報については先進地からの情
報は聞いておらず、本市で実際に使用し、
デメリットがあるかについて検証したい。

質疑 ─ 今年度は久木野小学校の外壁補修と非構造
部材の耐震工事が予定されているが、他の
小中学校も実施していくのか

答弁 ─ 平成27年度は水東小学校体育館と久木野小
学校体育館の吊り天井の撤去を予定してお
り、最終的には市内全小中学校の非構造部
材の耐震計画をたてている。

質疑 ─ 読書のまちづくり人材育成支援事業はどの
ような事業か

答弁 ─ 読書のまちづくり推進による人材育成支援
事業を市内業者に委託し、その業務に携わ
る人を３名雇用する。その３名に企画運営
やイベント運営の研修、書店運営に関する
研修を受講してもらうことで、民間でも本
を活用した事業の展開や新しい業種の開拓
に繋がっていくと考えている。

◎渕上道昭　〇谷口明弘　岩村龍男　大川末長
　谷口眞次　中村幸治　野中重男　福田　斉

●平成26年度水俣市一般会計補正予算中付託分

質疑 ─ 環境大学院の設置場所は第三中学校跡に指
定し、設計費用2,500万円を予算計上してい
るのか。

答弁 ─ 第三中学校跡地を第１候補と述べたが、水
俣高校跡や深川小学校跡など、いくつかの
候補地も慎重に検討していきたい。旧第三
中学校ありきではない。

質疑 ─ 農業振興の各種補助制度の周知方法は。

答弁 ─ 農業推進員や農業委員の方を通じ周知した
り、新しい制度については、該当者に案内
をして説明会を実施している。

質疑 ─ プレミアム商品券の発行時期や大型店用、
小売店用の割合等については、商店街連合
会や商店街以外の各商店の声も聞き精査す
べきと思うが。

答弁 ─ 商店街や関係者の方々と意見交換等を行っ
てまいりたい。

●下水道事業特別会計補正予算第１号について

質疑 ─ 白浜雨水ポンプ場改築工事の内容と、着工
について

答弁 ─ 今年度実施設計を行い平成27年度から28年
度にかけて工事を行うものである。内容
は機械設備の減速機、ポンプ用ディーゼル
エンジン、空気圧縮機、コントロールセン
ター、水位計等の更新を予定している。

質疑 ─ 古城地区雨水幹線整備工事場所について

答弁 ─ 昨年度からの継続で田平団地横の水路の整
備を行うものである。

（◎委員長　〇副委員長　委員は50音順）
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議員に言い　たい聞きたいたい聞きたい

次回は
９月議会後の
予定です。

　

報
告
会
へ
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
議
会
報
告
会
は
、
４
月
21
・
22
日
に
計

８
カ
所
で
開
催
し
、
参
加
者
62
名
で
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
み
な
さ
ん
に
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
定
例
会
の
報
告
を
中
心

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
報
告
会

は
、
原
則
と
し
て
議
員
個
人
の
意
見
は
述
べ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
の
ご
質
問
な
ど
で
、
市
に
対
す
る
も

の
は
市
に
伝
え
、
そ
の
回
答
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

類
似
し
て
い
る
質
問
に
は
、
ま
と
め
て
回
答
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
…
市
民
の
質
問　
　

…
議
会
の
回
答　
　

…
市
の
回
答

議

市

○　

今
年
度
の
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
委
託
先
と
ど
の
よ
う
な
内

容
で
利
用
料
金
は
い
く
ら
か

　

今
年
度
も
引
き
続
き
「
㈱
そ

れ
い
ゆ
ア
グ
リ
」（
Ｊ
Ａ
子
会
社
）

に
10
月
31
日
ま
で
の
期
間
で
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

作
業
内
容
は
、
基
本
的
に
農
家

か
ら
依
頼
さ
れ
た
収
穫
作
業
、
剪

定
作
業
、
草
刈
作
業
等
を
引
き
受

け
ま
す
。
料
金
は
作
業
内
容
や
時

期
、
使
用
す
る
機
械
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
農
林

水
産
振
興
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○　

青
年
就
農
給
付
金
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
、
新
規
就
農
者
は
何

人
く
ら
い
か

　

青
年
就
農
給
付
金
は
、
新
規

就
農
を
目
指
す
45
歳
以
下
の
方
に

対
し
、
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

年
額
１
５
０
万
円
（
最
長
５
年

間
）
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
11
人
の
方
が
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

○　

現
在
の
水
俣
の
水
揚
げ
量
は

ど
の
く
ら
い
か
。
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
か

　

水
俣
に
お
け
る
過
去
２
年
間

の
水
揚
げ
量
は
、
約
１
７
８
ｔ
と

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、
エ

ビ
、
タ
イ
等
を
放
流
し
、
ま
た
、

藻
場
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
漁

獲
量
が
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

農
林
水
産
業
の
支
援
の
こ
と
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特 集

第６回

議会報告会

今回実施した会場今回実施した会場

４月２１日
深川小学校跡
　（渕上道昭　真野頼隆
　　中村幸治　緒方誠也）
21区公民館
　（谷口明弘　大川末長
　　牧下恭之　藤本壽子）
白浜集会所22区公民館
　（塩﨑信介　岩村龍男
　　川上紗智子　谷口眞次）
北袋公民館
　（髙岡利治　福田　斉
　　野中重男）

４月２２日
長崎公民館
　（渕上道昭　真野頼隆
　　中村幸治　緒方誠也）
おれんじ館
　（谷口明弘　大川末長
　　牧下恭之　藤本壽子）
水俣市公民館会議室
　（塩﨑信介　岩村龍男
　　川上紗智子　谷口眞次）
初野集会所
　（田口憲雄　髙岡利治
　　福田　斉　野中重男）

議員に言い議員に言い　　たい聞きたい

○　

農
業
、
水
産
に
も
っ
と
目
を

向
け
て
欲
し
い
。
環
境
を
守
り
な

が
ら
人
口
を
ど
う
増
や
す
か
。
水

俣
は
特
別
の
地
域
だ
か
ら
、
そ
れ

を
生
か
し
て
欲
し
い

　

本
市
に
お
い
て
は
、
柑
橘
類
、

お
茶
、
サ
ラ
ダ
玉
葱
な
ど
の
商
品

作
物
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
農
業
が
営
ま
れ
て

い
る
ほ
か
、
し
ら
す
を
は
じ
め
と

す
る
水
産
業
等
も
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
御
指
摘
の
と
お
り
、
農
業
、

水
産
業
等
の
振
興
を
図
っ
て
い
く

こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
継
続
し
て
各
種
支
援

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

○　

家
の
裏
な
ど
に
あ
る
大
木

（
裏
山
の
大
木

：

民
有
地
）
の
処

理
に
困
っ
て
い
る
。
切
る
の
が
難

し
い
。
ま
ず
調
査
し
て
欲
し
い
。

危
険
地
域
を
調
べ
対
策
を
立
て
て

欲
し
い

　

現
場
を
確
認
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
確
か
に
切
り
倒
す
に
は
住
宅

が
近
く
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
場
所
に

つ
い
て
は
民
有
地
内
で
あ
る
た
め

公
共
事
業
と
し
て
対
応
す
る
事
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
所
有
者

若
し
く
は
関
係
者
で
伐
採
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
場
所
に
つ
い

て
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
要
件
と
な
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
事
業
に
よ
る
対
策
は
困

難
で
す
。

　

ま
た
、
林
務
課
関
係
事
業
の
場

合
は
、
民
有
林
の
伐
採
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
森
林
組
合
等
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
山
が
危
険
な
状
態

で
あ
れ
ば
、
現
地
調
査
を
行
い
、

治
山
事
業
の
採
択
要
件
に
合
え
ば
、

保
安
林
に
指
定
し
て
い
た
だ
き
、

予
防
治
山
の
工
事
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

サラ玉植付
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て
は
、
国
か
ら
の
助
成
（
法
人
運

営
事
業
費
）
か
ら
支
出
し
て
お
り
、

市
の
監
査
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○　

社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
書

は
不
備
な
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
が

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
書

は
、
社
協
が
社
会
福
祉
法
人
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
社
会
福
祉
法
人
」

で
定
め
ら
れ
た
書
式
に
基
づ
き
作

成
し
て
い
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
書
式

で
あ
り
、
予
算
書
様
式
と
し
て
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
協
自
体

が
公
的
な
性
格
を
持
つ
民
間
の
福

祉
団
体
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆

様
方
に
、
よ
り
社
協
の
運
営
等
が

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
出
来
る

と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

○　

市
長
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
所
轄
長
に
な
っ
て
い
る
。
法
律

が
改
定
に
な
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、

き
ち
っ
と
所
轄
長
と
し
て
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
、
役
員
選
び
を

し
て
欲
し
い

　

市
は
、
社
協
を
監
査
・
指
導

す
る
所
轄
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
監
査
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
役
員
等
の
選
出
に
つ
い
て

も
社
協
の
運
営
改
革
に
つ
な
が
る

よ
う
人
選
を
今
後
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

○　

延
長
保
育
促
進
事
業
補
助
金

は
こ
ん
な
に
必
要
な
の
か

　

延
長
保
育
は
、
保
護
者
の
就

労
時
間
に
対
処
す
る
た
め
８
時
間

を
超
え
て
11
時
間
開
所
を
行
う
保

育
所
に
補
助
す
る
基
本
分
と
、
さ

ら
に
11
時
間
を
超
え
て
30
分
か
ら

１
時
間
開
所
す
る
保
育
所
に
補
助

す
る
も
の
で
、
国
・
県
・
市
で
１

／
３
ず
つ
の
支
払
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
３
８
７
人
の

児
童
が
延
長
保
育
（
基
本
分
を
除

く
。）
を
利
用
し
て
お
り
、
現
在

の
勤
務
形
態
の
多
様
化
等
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
当
該
補
助
金
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○　

社
会
福
祉
協
議
会
の
管
理
職

手
当
は
給
与
規
定
に
な
く
、
評
議

員
に
対
す
る
費
用
弁
償
規
定
も
な

い
と
思
う
が

　

管
理
職
手
当
を
含
む
給
与
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
市
の
給
与
条

例
の
規
定
に
あ
る
「
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
水
俣
市
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
取
決
め
書
」
第
４
条

（
給
与
）
の
定
め
と
、
平
成
26
年

４
月
１
日
に
施
行
し
た
、「
水
俣

市
社
会
福
祉
協
議
会
給
与
規
定

第
11
条
第
１
項
（
手
当
の
種
類
）、

同
規
定
第
16
条
第
１
項
（
管
理
職

手
当
）」
の
定
め
に
基
づ
き
支
給

し
て
い
ま
す
。
評
議
員
に
対
す
る

費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

「
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会　

非

常
勤
役
員
等
の
費
用
弁
償
及
び
旅

費
規
程
」
の
定
め
に
基
づ
き
支
給

し
て
い
ま
す
。

○　

団
地
な
ど
の
母
子
家
庭
の
家

で
は
、
夜
遅
い
お
母
さ
ん
を
待
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
夜

間
保
育
な
ど
も
っ
と
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
は

　

夜
間
保
育
に
つ
い
て
は
代
替

事
業
と
し
て
、
既
存
事
業
の
子
育

て
短
期
支
援
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
紹
介

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
夜
間

保
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
需
要
等

を
鑑
み
、
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

ま
す
。

○　

地
域
の
リ
ビ
ン
グ
活
動
な
ど

の
予
算
の
使
い
方
で
疑
問
を
持
っ

て
い
る
。
使
い
道
が
適
切
で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
監
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が

　

地
域
リ
ビ
ン
グ
活
動
事
業
費

の
支
出
は
、
活
動
す
る
施
設
の
光

熱
費
や
使
用
料
、
備
品
等
で
す
。

御
指
摘
の
デ
ジ
カ
メ
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
に
こ
の
活
動
を
記
録
、

確
認
す
る
た
め
に
配
布
し
ま
し
た
。

配
布
に
当
た
っ
て
個
人
の
カ
メ
ラ

を
使
う
か
ら
不
要
で
あ
っ
た
リ
ビ

ン
グ
に
は
配
布
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
デ
ジ
カ
メ
の
支
出
に
つ
い

○　

社
協
の
理
事
に
は
利
害
関
係

の
あ
る
と
こ
ろ
は
入
っ
て
は
な
ら

な
い
と
あ
る
が
、
共
同
募
金
の
分

配
団
体
も
加
わ
っ
て
い
る

　

共
同
募
金
の
各
団
体
等
へ
の

分
配
金
に
つ
い
て
は
、「
水
俣
市

共
同
募
金
地
域
配
分
委
員
会
設

置
・
運
営
規
定
」
を
設
け
、
理
事

で
共
同
募
金
の
配
分
に
利
害
関
係

が
な
い
者
、
数
名
を
委
員
と
し
て

選
出
し
、
こ
の
委
員
会
で
受
配
を

受
け
る
団
体
等
の
資
格
審
査
と
配

分
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い

て
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
分
配

金
の
予
算
総
額
、
決
算
に
つ
い
て

は
分
配
後
の
決
算
額
と
各
団
体
等

へ
の
分
配
額
を
報
告
し
、
議
決
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
利
害
関
係
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
の
こ
と
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○　

社
協
に
は
予
算
の
専
決
処
分

と
い
う
制
度
は
な
い
の
に
、
予
算

執
行
し
て
い
な
い
か

　

社
協
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

は
、
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
庶

務
に
関
す
る
規
定
第
８
条
（
専
決

事
項
）
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
算
の
専
決
処

分
は
限
ら
れ
た
場
合
の
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
予
算
に
係
る

急
務
な
補
正
等
が
生
じ
た
場
合
は
、

臨
時
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催

し
、
理
事
会
の
同
意
と
評
議
員
会

の
議
決
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○　

市
長
を
社
協
の
会
長
に
す
る

こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
社
協
の

改
革
検
討
委
員
会
を
作
っ
て
も
ら

い
た
い

　

平
成
24
年
３
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
末
に
か
け
て
「
社
会
福
祉
協

議
会
運
営
等
改
革
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
社
協
の
運
営
改
革
に
関
す

る
こ
と
等
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
理
事
会
・
評
議
員
会
の
皆
様

方
へ
社
協
の
運
営
状
況
等
を
説
明
し

な
が
ら
活
発
な
御
意
見
、
御
提
案
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
現
段
階

で
改
革
検
討
委
員
会
の
設
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

自
治
会
の
こ
と

○　

自
治
会
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
協
力
員
や
リ
サ
イ
ク
ル

当
番
の
な
り
手
が
い
な
か
っ
た
り
、

で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
る
な
ど

の
実
情
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

協
議
経
過
や
進
行
状
況
が
分
か
ら

な
い

　

市
内
全
て
の
自
治
会
の
状
況

に
つ
い
て
十
分
把
握
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
各
自
治
会
か

ら
は
個
別
に
相
談
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○　

自
治
会
と
い
う
の
は
、
ど
こ

を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。
26
自

治
会
以
外
に
も
自
治
会
が
あ
る

　

水
俣
市
が
行
政
上
で
考
え
て

い
る
対
象
は
、
水
俣
市
自
治
会
組

織
の
振
興
等
に
関
す
る
規
則
第
２

条
別
表
に
定
め
る
１
区
か
ら
26
区

を
行
政
区
の
単
位
と
し
て
、
そ
の

区
域
の
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
る

自
治
組
織
と
し
て
い
ま
す
。

○　

自
治
会
活
動
を
行
政
と
議
会

が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の

か
。
自
治
会
長
会
議
も
通
達
事
項

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て

も
ら
い
た
い

　

自
主
的
に
活
動
す
る
身
近
な

組
織
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る

様
々
な
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

祭
り
や
運
動
会
等
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
通
じ
て
連
帯
感
を
深
め
、
明

る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
自
治
会
活
動
が
活
発
に

な
る
こ
と
は
、
市
の
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
議
会
と

し
て
も
同
様
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
長
会
議
で
は
、
通
達
事

項
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
会
が
抱

え
る
問
題
や
検
討
事
項
を
議
題
に

取
り
上
げ
た
り
、
自
主
勉
強
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ごみ分別の様子
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道
路
の
こ
と

○　

電
線
ケ
ー
ブ
ル
の
地
中
化
が
、

「
し
ま
む
ら
」
で
終
了
に
な
っ
た
。

延
長
し
て
欲
し
い
と
市
長
に
陳
情

書
を
出
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か

　

電
線
地
中
化
の
延
長
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
昨
年
８
月
に
国

土
交
通
省
に
要
望
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
を
通
じ
て
国

土
交
通
省
や
関
係
機
関
に
事
業
の

延
伸
要
望
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

○　

花
火
と
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
交

通
渋
滞
の
た
め
、
エ
コ
パ
ー
ク
か

ら
丸
島
に
抜
け
る
道
が
狭
い
。
せ

め
て
離
合
場
所
が
欲
し
い

　

住
民
の
皆
様
か
ら
も
道
路
拡

張
や
離
合
箇
所
設
置
等
の
ご
要
望

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
と

し
ま
し
て
は
道
路
改
良
工
事
や
離

合
箇
所
設
置
等
に
よ
る
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

○　

袋
イ
ン
タ
ー
は
市
で
作
る
の

か
。
お
金
が
無
い
の
に
私
は
必
要

な
い
と
思
っ
て
い
る

　

本
線
及
び
イ
ン
タ
ー
は
国
土

交
通
省
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
３

号
ま
で
の
取
り
付
け
道
路
に
つ
い

て
は
、
水
俣
市
で
整
備
し
、
財
源

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
等
の

財
源
確
保
を
含
め
、
で
き
る
だ
け

市
の
負
担
額
を
軽
減
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

北
側
の
玄
関
口
と
し
て
の
水
俣
イ

ン
タ
ー
と
併
せ
、
南
側
の
玄
関
口

と
し
て
袋
イ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
産
業
及
び
商

工
業
の
発
展
、
農
林
水
産
業
の
販

路
拡
大
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
国

道
３
号
及
び
市
街
地
の
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も

に
、
緊
急
医
療
時
の
搬
送
や
災
害

時
に
国
道
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
の
機
能
な
ど
総
合
的
に
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
袋
イ
ン
タ
ー
は
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
こ
と

医
療
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
費
等
の
自
主
財
源
、
他

団
体
か
ら
の
補
助
金
等
収
入
の
状

況
を
見
極
め
、
本
市
の
補
助
金
額

が
妥
当
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
を

増
額
し
て
欲
し
い

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康

づ
く
り
活
動
や
地
域
の
支
え
合
い

活
動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
会
員
数
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、
国
・
県
補
助
金
も
年
々
減
額

○　

水
俣
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
継
続
し
て
治
療
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
１
ヶ
月
後
に
予
約
し
て

い
て
も
、
保
険
証
を
提
示
す
る
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
な
た
め
不
便

に
感
じ
る

　

医
療
費
は
、
３
割
を
患
者
が

負
担
し
、
残
り
の
７
割
は
社
会
保

険
や
国
民
健
康
保
健
な
ど
の
保
険

者
が
負
担
し
て
い
ま
す
（
年
齢
等

に
よ
っ
て
割
合
が
異
な
り
ま
す
）。

医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険

医
療
養
担
当
規
則
」
に
基
づ
き
、

患
者
が
提
示
す
る
保
険
証
に
よ
り
、

療
養
の
給
付
資
格
を
確
認
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
保

険
証
の
確
認
に
基
づ
い
て
医
療
費

の
７
割
を
保
険
者
に
請
求
し
て
い

ま
す
。

　

患
者
の
立
場
か
ら
は
、
毎
月
、

提
出
を
求
め
ら
れ
る
の
は
面
倒
だ

と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

基
本
的
に
は
受
診
の
た
び
に
保
険

証
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
診
の
た
び
に
保
険

証
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
医
療
機

関
に
と
っ
て
も
大
変
で
す
の
で
、

レ
セ
プ
ト
（
医
療
報
酬
明
細
書
）

の
請
求
に
合
わ
せ
て
毎
月
１
回
の

確
認
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
御
理
解
く
だ
さ
い
。

国道３号線
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市
営
団
地
の
こ
と

○　

市
役
所
職
員
の
職
せ
き
（
役

職
名
）
は
減
ら
せ
な
い
か

　

今
年
度
、
組
織
・
機
構
改
革

検
討
委
員
会
の
中
で
、
適
性
な
組

織
機
構
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

○　

水
俣
市
振
興
公
社
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
職
員
の
採
用
は
独
自

に
行
う
の
か

　

水
俣
市
振
興
公
社
の
主
た
る

事
務
所
は
、
も
や
い
館
２
階
に
あ

り
ま
す
。

　

公
社
の
職
員
採
用
は
、
振
興
公

社
が
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
職
員
採
用
時
に
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
を
通
し
て
求
人
し
て
い

る
の
こ
と
で
す
。

○　

自
主
防
災
組
織
の
こ
と
だ
が
、

組
に
対
す
る
補
助
金
が
始
ま
り
だ
。

そ
の
た
め
、
区
へ
の
補
助
金
が
少

な
い
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
、
自
主
防
災
組
織
は
区
単
位

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
26
区

以
外
に
も
あ
る
は
ず
だ
。
自
主
防

災
組
織
の
連
絡
協
議
会
を
作
る
べ

き
だ
と
思
う

　

平
成
26
年
４
月
24
日
に
、
各

自
治
会
・
地
域
等
の
自
主
防
災
組

織
の
連
合
体
で
組
織
し
た
「
水
俣

市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

○　

地
区
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
る
が
、
防
災
無
線
の
整
備
は
ど

の
様
に
進
ん
で
い
る
の
か

　

平
成
25
年
度
か
ら
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
の
更
新
準

備
を
進
め
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
ま
で
に
整
備
工
事
な

ど
を
終
え
る
計
画
で
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

○　

防
災
の
啓
発
活
動
を
や
る
べ

き
で
は
な
い
か

　

今
年
４
月
に
水
俣
市
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。
今
後
、
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
へ

の
参
加
、
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、　

防
災
に
対
す
る
知
識
、

理
解
が
図
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

○　

初
野
地
区
に
県
が
砂
防
ダ
ム

建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、
い
つ

か
ら
工
事
を
始
め
る
の
か
、
ま
た

地
域
説
明
会
は
い
つ
か

　

砂
防
ダ
ム
の
事
業
主
体
で
あ

る
熊
本
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
平
成
25
年
10
月
中
旬
か
ら
平

成
26
年
３
月
下
旬
に
か
け
て
調
査

測
量
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
平
成

26
年
６
月
か
ら
７
月
頃
に
は
地
域

説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

組
織
改
革
の
こ
と

防
災
の
こ
と

○　

海
抜
表
示
は
市
内
に
し
か
な

い
が
、
初
野
地
区
に
も
設
置
し
て

も
ら
い
た
い

　

海
抜
表
示
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
市
内
数
箇
所
に
お
い
て
国
土

交
通
省
、
熊
本
県
が
設
置
し
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

○　

初
野
団
地
の
外
壁
補
修
を

行
っ
て
い
る
が
、
自
治
会
へ
の
説

明
が
な
か
っ
た
。
事
前
に
説
明
し

て
欲
し
い

　

初
野
団
地
へ
の
外
壁
改
修
工

事
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
の
で
、

工
事
の
際
は
事
前
に
自
治
会
へ
も

説
明
し
ま
す
。

○　

西
ノ
浦
団
地
公
園
の
遊
具
が

壊
れ
て
い
た
た
め
市
職
員
に
伝
え

た
が
、
地
域
か
ら
も
要
望
が
出
て

い
る
と
言
っ
て
終
わ
っ
た
。
現
在

も
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
い
る
訳

で
も
な
く
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

市
は
本
当
に
危
険
を
把
握
し
何
か

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

市
内
の
公
園
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
見
回
り
を
し
て
い
る
の
か

　

西
ノ
浦
団
地
の
遊
具
に
つ
い

て
は
、
対
応
が
遅
れ
て
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
遊
具
の
使
用

を
禁
止
し
、
業
者
へ
修
繕
を
依
頼

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
公
園

に
つ
い
て
は
、
随
時
見
回
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

市役所内海抜表示
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○　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
は

少
な
い
の
に
多
額
の
補
助
を
す
る

の
は
ど
う
か
と
思
う

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

交
通
空
白
地
帯
の
解
消
を
目
指
し
、

自
家
用
車
な
ど
を
持
た
な
い
市
民

の
足
を
確
保
す
る
た
め
に
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
運
行
に
つ

い
て
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
市

に
お
い
て
も
周
知
を
図
り
、
利
用

者
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

○　

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
エ
コ
パ
ー

ク
駅
は
で
き
な
い
の
か

　

水
俣
駅
の
改
修
工
事
は
今
年

度
実
施
予
定
で
あ
り
、
水
俣
駅
の

改
修
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
エ

コ
パ
ー
ク
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
現
状

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○　

寒
川
水
源
水
を
水
道
水
に
利

用
で
き
な
い
か

　

寒
川
水
源
を
水
道
水
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
に
要
す
る
費
用
と
利
用
可

能
な
水
量
か
ら
想
定
さ
れ
る
給
水

区
域
の
人
口
を
考
え
る
と
、
現
時

点
で
は
費
用
に
見
合
う
収
益
の
見

込
み
が
な
く
利
用
は
困
難
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
施
設

の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
新
た
な
水

源
の
整
備
等
の
検
討
を
行
う
必
要

が
出
て
き
た
際
は
、
寒
川
水
源
の

利
用
も
含
め
て
検
討
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

○　

エ
コ
パ
ー
ク
で
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
際
に
、
宿
泊
所
や
弁
当
の
充

実
な
ど
利
便
性
を
高
め
て
も
ら
い

た
い

　

弁
当
な
ど
食
事
場
所
は
、
道

の
駅
内
に
あ
る
「
た
け
ん
こ
」
を

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
と
き

等
は
お
弁
当
の
対
応
も
行
っ
て
い

ま
す
。
宿
泊
施
設
は
み
な
ま
た
観

光
物
産
協
会
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○　

エ
コ
パ
ー
ク
の
推
進
委
員
を

し
て
い
る
が
、
各
開
催
行
事
の
情

報
共
有
な
ど
エ
コ
パ
ー
ク
の
管
理

人
と
市
と
の
連
絡
が
と
れ
て
い
な

い
。
エ
コ
パ
ー
ク
の
情
報
看
板
も

う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い

　

平
成
25
年
度
に
エ
コ
パ
ー
ク

連
絡
協
議
会
が
設
立
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
が
エ
コ
パ
ー
ク
の
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
協
議

会
を
通
じ
て
、
横
の
つ
な
が
り
や

連
携
を
深
め
看
板
な
ど
も
効
果
的

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

○　

深
川
小
学
校
跡
を
歴
史
民
俗

資
料
館
に
利
用
で
き
な
い
か

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
展

示
・
教
育
施
設
で
あ
る
と
と
も
に

資
料
を
適
切
な
温
度
・
湿
度
の
中

で
保
存
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

旧
校
舎
の
活
用
と
言
え
ど
も
相

当
な
改
修
費
用
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
閉
校
校
舎
を
利
用
し
た

歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

優
先
的
に
取
り
組
む
課
題
、
調
査

研
究
等
を
整
理
し
、
施
設
の
規
模

等
、
財
政
的
な
面
も
含
め
検
討
し

ま
す
。

○　

竹
の
バ
イ
オ
マ
ス
は
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

　

環
境
省
の
補
助
事
業
（
平
成

22
〜
24
年
度
）
が
終
了
し
、
平
成

25
年
度
以
降
は
事
業
主
体
で
あ
る

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
が
事
業
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

○　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
耐
用
年
数

は
20
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
処
理
な
ど
の
技
術
面
は
確

立
さ
れ
て
い
る
の
か

　

現
在
、
処
理
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
向
け
て
、
環
境
省
と
経
済
産

業
省
が
連
携
し
て
、
使
用
済
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
適
性
処
分
に

つ
い
て
調
査
、
検
討
が
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
将
来
廃

棄
さ
れ
る
量
が
著
し
く
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
太

陽
光
発
電
メ
ー
カ
ー
、
施
工
・
解

体
・
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
に
お
い

て
も
、
撤
去
や
処
分
が
事
業
と
し

て
成
り
立
つ
よ
う
に
、
技
術
開
発

や
事
業
制
度
構
築
を
進
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
こ
と

寒川水源

おれんじ鉄道水俣駅
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○　

水
俣
駅
前
の
商
店
の
多
く
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
状
態
だ

が
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

　

本
市
で
は
、
空
き
店
舗
対
策

と
し
て
、
ま
た
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
度
か
ら

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
事
業
を
展

開
さ
れ
る
商
店
等
に
対
し
て
家
賃

補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
ま
で
に
30
店
に
補
助
し
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
が

現
在
で
も
営
業
さ
れ
、
商
店
街
の

活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
空
き
店
舗
利
用
者
を
支
援

し
、
空
き
店
舗
を
減
ら
し
て
い
く

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
水
俣
駅

舎
の
改
修
を
予
定
し
て
お
り
、
駅

利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
て
い
た
だ
く
交
流
の
場
と

し
て
整
備
を
考
え
て
お
り
、
駅
前

の
商
店
に
も
波
及
効
果
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

議
会
、
議
員
へ

○　

市
役
所
幹
部
職
員
の
天
下
り

は
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
か

　

平
成
25
年
度
に
60
歳
定
年
退

職
と
な
る
職
員
か
ら
退
職
共
済
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

本
年
４
月
か
ら
国
家
公
務
員
の
再

任
用
制
度
に
準
じ
再
任
用
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
退
職
職

員
の
雇
用
に
つ
い
て
は
市
は
関
与

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
議
会
と
し
て

は
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○　

議
会
報
告
会
の
集
ま
り
が
悪

い
の
は
、
広
報
の
や
り
方
や
時
間

な
ど
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か　

こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
な
る
検
討
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

○　

若
者
が
近
隣
の
町
に
土
地
を

求
め
て
出
て
行
く
。
水
俣
も
流
動

人
口
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
議

会
で
も
議
論
し
て
欲
し
い

　

議
会
で
も
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
評

議
員
会
や
理
事
会
が
あ
る
と
は
い

え
、
市
税
の
額
か
ら
い
っ
て
議
会

に
も
の
を
言
っ
て
も
ら
い
た
い

　

議
会
か
ら
は
理
事
と
し
て
関

与
で
き
る
部
分
で
今
後
も
発
言
し

て
い
き
ま
す
。
市
税
か
ら
の
補
助

金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
部
分
で
は
、

補
助
金
の
内
容
を
予
算
・
決
算
の

面
で
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

○　

自
主
防
災
と
の
か
ら
み
に
な

る
が
、
川
内
原
発
か
ら
水
俣
は
48

キ
ロ
。
福
島
の
現
状
を
見
る
と
き

事
故
が
起
こ
れ
ば
悲
惨
な
こ
と
に

な
る
。
事
故
が
起
こ
ら
な
い
と
は

断
言
で
き
な
い
。
議
会
と
し
て
は

ど
う
す
る
べ
き
か
、
議
員
も
議
題

に
し
て
欲
し
い
。
再
稼
働
近
し
と

い
う
な
か
、
対
応
が
急
が
れ
る
と

思
う
が

　

議
会
と
し
て
も
、
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
議
論
を
し
て
い
ま

す
。

○　

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

の
画
像
を
良
く
し
て
欲
し
い

　

予
算
の
問
題
も
あ
り
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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（平成26年４月～６月）
４月20日　水俣市消防点検（議長ほか議員出席）
４月21日～22日　議会報告会を市内８カ所で開催

した（深川小学校跡・21区公民館・白
浜集会所22区公民館・北袋公民館・長
崎公民館・おれんじ館・水俣市公民館
会議室・初野集会所）

４月25日　水俣商工会議所新入社員激励会（副議
長出席）

５月１日　水俣病犠牲者慰霊式（議長ほか議員出席）
５月17日　久木野分収林造林組合通常総会（議長

出席）
５月21日　水俣市建設業協会定期総会（議長、副

議長及び総務産業副委員長出席）
５月24日　みなまた港フェスティバル（副議長出

席）
６月２日　平成26年第２回水俣市議会定例会が開会
６月７日　水俣市献穀事業「御田植祭」議員出席
６月９日　水俣市防災会議及び国民保護協議会
　　　　　（議長及び総務産業委員長出席）
６月17日～18日　一般質問、質疑
６月20日　各常任委員会
６月23日　総務産業委員会
６月25日　平成26年度第２回水俣市議会定例会閉会

　

編
集
委
員
会
が
一
新
さ
れ
ま
し

た
。「
議
員
や
議
会
が
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
議

員
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
言
葉
で
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

本
会
議
や
各
種
委
員
会
の
傍
聴
も

市
民
の
皆
様
に
与
え
ら
れ
た
権
利

で
す
。
現
在
は
ネ
ッ
ト
中
継
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
市
に
負
け
て
い
な
い
本
市
の

活
発
な
議
会
活
動
の
紹
介
を
通
し

て
、
も
っ
と
関
心
を
深
め
て
頂
け

る
よ
う
、
編
集
委
員
一
同
気
合
が

入
り
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

福
田　

斉

　
　

副
委
員
長　

川
上　

紗
智
子

　
　

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　

〞

　

田
口　

憲
雄

　
　

〞

　

谷
口　

明
弘

　
　

〞

　

中
村　

幸
治

　
　

〞

　

藤
本　

壽
子

　
　

〞

　

牧
下　

恭
之

　６月17日（火）の６月定例会一般質問

を緑東中学校の３年生が傍聴しました。

　緑東中学校では「水俣が好き～より住

みよい水俣にするために～」をテーマに

総合的な学習の時間で、生徒が行政や議

会の仕組みを学ぶことをとおし、政治を

身近に感じるとともに、まちづくりに進

んで参画しようとする意欲を高めている

そうです。

　是非、皆さんも議場にお越しください。

　平成12年度を最後に「さくらマラソン」が終了
しましたが、水俣市陸上競技協会が中心となり、
PTA、観光物産協会、市などが協力し、未来へ
羽ばたく子ども達に陸上競技の素晴らしさを体験
させるとともに、地域の活性化を図るため、平成
25年に「第１回みなまたローズマラソン」を開催
しました。
　今年の「第２回みなまたローズマラソン」はア
テネ五輪女子マラソン金メダリスト野口みずき選
手を大会のゲストに迎え、第１回大会の約800名
を大きく上回る約1,350名の参加があり、多くの
参加者に喜んでいただきました。
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